
【目次】

Ⅰ　眼の知覚論

　１　眼の構造（１）

　２　眼の構造（２）

　３　眼の構造（３）

　４　眼の構造（４）

　５　眼の構造（５）

　６　〈変形〉の構造

Ⅱ　身体論

　１　古典ドイツの身体論について

　２　二、三の現代的身体論について

　３　フロイトの身体論

　４　フッサール・ヤスペルス・ビンスワンガーの身体論

 　５　手と足

　６　肉体

　７　年令

　８　性器

　９　了解系の形成

　10　関係づけの形成

　11　身体という了解―関係係

　12　不具・障害・病気（１）

　13　不具・障害・病気（２）

　14　不具・障害・病気（３）

　15　不具・障害・病気（４）

　16　不具・障害・病気（５）

　17　不具・障害・病気（６）

　18　不具・障害・病気・その心的世界（１）

　19　不具・障害・病気・その心的世界（２）

　20　不具・障害・病気・その心的世界（３）

　21　身体像の起源（１）

　22　身体像の起源（２）

　23　頭部像・手足像の起源

Ⅲ　関係論

　１　〈関係〉とはなにか

　２　〈関係〉としてみられた自己・他者・世界

　３　〈身体〉に表出される〈関係〉

　４　作られた幻覚における〈関係〉（１）

　５　作られた幻覚における〈関係〉（２）

　６　作られた幻覚における〈関係〉（３）

　７　形式論理的な〈関係〉

　８　〈うつ〉という〈関係〉（１）

　９　〈うつ〉という〈関係〉（２）

- 1 -



　10　〈うつ〉という〈関係〉（３）

　11　〈うつ〉関係の拡張（１）

　12　〈うつ〉関係の拡張（２）

　13　〈うつ〉関係の拡張（３）

　14　〈うつ〉関係の拡張（４）

　15　〈うつ〉関係の拡張（５）

　16　〈うつ〉関係の拡張（６）

　17　〈うつ〉関係の拡張（７）

　18　〈うつ〉関係の拡張（８）

　19　〈うつ〉関係の拡張（９）

Ⅳ　了解論

　

　１　了解と時間性

　２　了解の原基

　３　資格の時間性

　４　聴覚の時間性

　５　了解の初期条件（１）

　６　了解の初期条件（２）

　７　了解の初期条件（３）

　８　了解の水準（１）

　９　了解の水準（２）

　10　了解の水準（３）

　11　了解の水準（４）

　12　了解の水準（５）

　13　了解の空間化（１）

　14　了解の空間化（２）

　15　了解の様式（１）

　16　了解の様式（２）

　17　了解の様式（３）

　18　了解の様式（４）

　19　了解の様式（５）

　20　了解の様式（６）

　21　了解の諸相（１）

　22　了解の諸相（２）

　23　了解の諸相（３）

　24　了解の諸相（４）

　25　了解の諸相（５）

　26　了解の諸相（６）

　27　了解の諸相（７）

　28　了解の諸相（８）

　29　了解の諸相（９）

　30　了解の諸相（10）

　31　了解の諸相（11）

　32　了解の諸相（12）

　33　了解の諸相（13）

　34　了解の諸相（14）

　35　了解の諸相（15）
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　36　了解の諸相（16）

　37　了解の諸相（17）

　38　了解の諸相（18）

　39　了解の諸相（19）

　40　了解の諸相（20）

　41　了解の変容（１）

　42　了解の変容（２）

　43　了解の変容（３）

　44　了解の変容（４）

　45　了解の変容（５）

　46　了解の変容（６）

　47　了解の変容（７）

　48　了解の変容（８）

　49　了解の変容（９）

　50　了解の変容（10）

　51　了解の変容（11）

　52　了解の変容（12）

　53　原了解以前（１）

　54　原了解以前（２）

　55　原了解以前（３）

　56　原了解以前（４）

　57　原了解以前（５）

　58　原了解以前（６）

　59　原了解以前（７）

　60　原了解以前（８）

　61　原了解以前（９）

　62　原了解以前（10）

　63　原了解以前（11）

　64　原了解以前（12）

　65　原了解以前（13）

　66　原了解以前（14）

　67　原了解以前（15）

　68　民族語の原了解（１）

　69　民族語の原了解（２）

　70　民族語の原了解（３）

　71　民族語の原了解（４）

　72　民族語の原了解（５）

　73　民族語の原了解（６）

あとがきにかえて――『心的現象論』の刊行にあたって

【付録資料】『心的現象論』をめぐって
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